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令和４年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 ３４ 学 校 名 静岡高等学校 校 長 名 小関 雅司 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

毎日の学習及

び生活のリズ

ムを確立する 

○「規則正しい生

活（生活リズムを

確立）している」

と自己評価する生

徒 70%以上 

○「挨拶ができて

いる」と自己評価

する生徒 80%以上 

○全体 69％ 

１年 58％ 

２年 74％ 

３年 76％ 

 

○全体 82％ 

１年 84％ 

２年 79％ 

３年 82％ 

Ｂ 

〇「規則正しい生活をしている」と自己

評価した生徒は、目標の 70％には届かな

った。69％（昨年 67％、一昨年 65％）

と年々数値が向上しているが、１年がリ

ズムを確立するのに時間を要している。 

〇「あいさつができる」と自己評価する

生徒の割合は目標を超えたが、校内での

挨拶行動を見る限りではまだ改善の余

地がある。 

イ 

「主体的・対話

的で深い学び」

の視点からの

授業改善を推

進し、知的好奇

心や探究心を

喚起する 

○授業を大切に 

する生徒、主体的 

に学ぶ生徒の育 

成 

○「授業の内容が 

よくわかる」と自 

己評価する生徒 

80%以上 

○測定ツールで

把握した学力に

基づき授業改善

に取り組む教員

90％以上 

○全体 83％ 

１年 86％ 

２年 80％ 

３年 83％ 

○全体 82％ 

１年 79％ 

２年 84％ 

３年 85％ 

〇測定ツール

により授業改

善に取り組ん

だ教員 100％ 

Ａ 

〇「授業を大切にしている」「授業の内

容がよくわかる」と自己評価した生徒の

割合は目標を超えることができた。ICT

を活用した授業が着実に定着してきて

いる。特に iPad を導入した１年生につ

いては、ロイロノート等の ICT を活用し

た授業実践が多くみられた。また、新型

コロナウイルス感染症の出席停止等の

生徒については授業配信等で対応した。 

〇各教科・各学年において「学力テスト」

について分析を行い、その結果が授業改

善、３年生の進路指導に活用された。 

ウ 

低学年からの

高い志の育成

に努め、進路

実現を図る 

○進路行事実施 

後の進路意識の 

向上 

○入らなければ

ならない大学を

見つけた生徒の

割合 80%以上 

○全体 83％ 

１年 86％ 

２年 80％ 

３年 83％ 

○入らなけれ

ばならない大

学を見つけた

生徒 97％ 

 Ａ 

〇新型コロナウイルス感染症への対応

により先輩後輩交流会は教室での動画

視聴方式で、進路講演会と医学部進学講

座は対面式で行った。対面式の実施の方

が講師の熱量や意識の高さが伝わりや

すく、本物・実物の持つ力が再認識され

た。浜松医科大学訪問、医師講演会、国

際関係講座等も進路意識向上に資した。 

エ 

学校行事や部

活動に主体的

に参加し活動

するととも

に、社会に貢

献する 

○学校行事や部 

活動に積極的に 

取り組む生徒 

85％以上 

○1部活 1社会貢

献活動 100％ 

○行事 88％ 

１年 91％ 

２年 84％ 

３年 87％ 

○部活 85％ 

１年 87％ 

２年 81％ 

３年 86％ 

○現時点では

貢献活動数は

未確定 

Ｂ 

〇生徒は学校行事や部活動に積極的に

参加し、充実した生活を送っている。 

〇学校行事や部活動について、感染症対

策の徹底と実施方法の工夫（仮装のライ

ブ配信等）で大きな制限無しに行うこと

ができた。今後、通常の学校生活に戻っ

た時に学校行事等を円滑に通常実施で

きるように準備を進める。 

〇新型コロナウイルス感染症の影響も

あり目標には至らないが、可能な範囲で

社会貢献活動に取り組んでいる。 
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オ 

読書習慣の定

着と読書量の

増大、図書館

利用の推進を

図る 

○朝の読書週間 

年２回 

○図書館開放 

年 300日以上 

〇６月と 10

月の２回、朝

読書週間を実

施できた。 

〇図書館開放

は 306 日とな

る見込み。 

Ｂ 

〇朝の読書週間（毎朝 25 分の読書）を

実施できたことは概ね好評であったが、

他の行事と重複し日数が縮減された。来

年は予定された 10 日間を確保したい。 

〇図書館開放を支える図書館ボランテ

ィアを対象とする図書館研修を３年ぶ

りに実施した。（早稲田大学中央図書館） 

〇各種広報紙や POP で更に読書への関

心・意欲を高めたい。 

カ 

生徒及び職員

が心身ともに

健康で過ごす

ことができる

校内環境を整

備する 

○健康観察を通

しての情報共  

有 

○校内情報交換 

会 学期１回以 

上 

○学習環境の美 

化に努める生徒 

の育成 

○安全点検 学

期１回 

○毎日の健康

観察表を通し

担任や関係職

員と情報共有

できた。 

○校内情報交

換会を２か月

１回程度実施

した。 

○全体 75％ 

１年 74％ 

２年 74％ 

３年 79％ 

〇学期１回の

安全点検検を

確実に実施で

きた。 

Ａ 

〇健康観察の結果は毎日集約され、管理

職を含む関係者に回覧された。新型コロ

ナウイルス感染に関わる情報は、管理職

及び養護教員に集約され、適切に対処す

ることができた。 

〇学期２回程度の校内情報交換会に加

え、緊急性の高い生徒のケース会議を開

催した。複雑な問題を抱える生徒も増加

しており、スクールソーシャルワーカー

等の専門家と連携をさらに深める必要

がある。 

〇生徒の美化意識は年々向上している

（今年度 75％、昨年 73％、一昨年 70％）。

改修されたトイレを清潔に維持するた

めトイレ利用や清掃に関する課題を整

理し、清掃マニュアルを作成した。 

キ 

教職員の校内

外の研修を充

実させる 

○「スクール・ポ

リシー」、「育てた

い資質・能力」を

踏まえた授業改

善に向けた研修

機会の充実 

〇ICT 活用に

関する校内研

修を年２回実

施した。探究

的な学びを深

める４校合同

研修会（沼津

東・清水東・

浜松北・本校）

を本年度は本

校 で 主 催 し

た。 

Ａ 

〇ICT 活用に関する２回の研修を通し

て、多くの教員が ICT 機器を使うように

なった。また、２回目の研修会では入門

編と応用編に工夫したことで教科の枠

を超えた ICT 活用の学びとなった。 

〇４校合同研修会では公開授業や研究

協議を通して各教科や総合的な探究の

時間について、学校間で情報を共有する

ことができた。 

〇教員相互の授業参観週間を４月と９

月に実施し、他教科も参観することで授

業改善の意識がより高まった。 

ク 

新学習指導要

領に対応した

教育課程への

円滑な移行及

び土曜オープ

ンスクールの

充実を図る 

○「カリキュラ 

ム・マネジメン 

ト」の視点からの 

新カリキュラム 

完成 

○中学生及び保

護者等の土曜オ

ープンスクール

への参加者数の

べ 1000人以上 

〇新学習指導

要領に基づく

新たなシラバ

スを年次進行

で作成してい

る。 

〇７回実施、

延べ 1574 人

であった。 

Ａ 

〇観点別評価が実施された。まだ旧課程

と併存しており、複雑になっているが、

成績評価のシミュレーションなどによ

る検証を重ねてきたことで成績評価は

円滑に行われている。 

〇学校ホームページは学校行事や部活

動ブログなどを中心に、頻繁な更新によ

り効果的な広報ができた。 

〇台風で実施できなかった時の参加予

定だった中学生、保護者に配慮し、新た

に参加できる機会を最大限設けた。 
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ケ 

校内外のプロ

グラムや外部

人材の活用を

通して、グロ

ーバルな視野

の育成及び国

際交流を推進

する 

○各種プログラ 

ム参加者の増加 

と意識の向上 

○参加生徒、教職 

員の視野の拡大 

 

○エンパワー

メントプログ

ラムの実施、

ＰＤＡディベ

ート大会参加

した。 

〇国や県が主

催する留学等

へ参加した。 

〇元外交官に

よる国際関係

講座を実施し

た。 

〇グローバル

留学ガイダン

ス を 実 施 し

た。 

Ａ 

〇エンパワーメントプログラムは 49 人

が参加し、80％以上は大変良かったと評

価している。一方、今後の本校生徒の参

加にあたりプログラムの内容や費用対

効果を考える必要もある。 

〇ＰＤＡ即興型ディベート大会は参加

生徒への効果は大きいが、教員の負担等

も考慮し、大会参加の在り方を精査す

る。 

〇トビタテ留学 JAPAN が再開され、第７

期の国際ボランティア分野で生徒１人

ルワンダに１か月の短期留学をした。ま

た、県のジョージタウン大学オンライン

英会話プログラムにより８月の 10日間、

生徒３人が参加した。 

〇外務省顧問である杉山晋輔氏（元駐米

大使）による講演会を実施し、グローバ

ルな視野を広げた。 

〇留学経験者の本校３年生をゲストス

ピーカーに迎え、業者による高校留学と

海外大学進学ガイダンスを行い、進路選

択の視野を広げる機会を設けた。 

コ 

「学校におけ

る働き方改

革」に組織的

に取り組む 

○行事・業務の意 

義や必要性を見 

直し、整理・精選 

を図る。 

○産業医への勤

務状況報告と指

導助言の実施 

毎月 

〇成績処理方

法のシンプル

化や各種アン

ケートをグー

グルフォーム

で 実 施 し た

が、特筆すべ

き 新 た な 行

事・業務の整

理・精選には

至 ら な か っ

た。 

〇時間外勤務

が月 80 時間

を超えた職員

については月

1 回産業医に

報告し、心身

の健康維持に

向けた指導助

言を受けた。 

Ｂ 

〇学校行事や業務の整理・整頓は簡単で

はないが、引き続き検討を続けていく。

特に、部活動の統廃合は多くの学校で実

施、検討されているが、本校でも今後検

討の必要がある。 

〇定時退勤日やテスト期間中に会議を

設定しないことなどにより、働き方改革

に努めているが、観点別学習評価への対

応、一人一台端末の活用、新型コロナ感

染症への対応等で、新たな業務量が増え

た。 

〇教員は学習指導、進路指導、部活動指

導等もあり、時間外勤務の縮減は難しい

面もあるが、時間外勤務が月 80 時間を

超えた職員には声掛けや自身の働き方

を確認するチェックシート等を配布す

ることなどを継続して行う。 

〇今後、産業医からの健康維持に関する

指導助言については職員会議などを通

して全体で共有していきたい。 

 

※「高校生のための学びの基礎診断」の測定ツール：本校においては「学力テスト」 


